Leçon 1 ～名詞と冠詞と提示表現～
1. 名詞の性と数
フランス語は名詞に性別があり、すべて男性名詞か女性名詞に分けられます。名詞１つ１つの性を覚えるのは大変ですが、père「父」
mère「母」のように元々、性を持つものはその性に準じます。それ以外の名詞は、単語の最後にeがつくと女性名詞であることが多いです。
男性名詞 
père  父  （元々の性）
garçon 少年　（元々の性）
film　映画
soleil  太陽
      　　
女性名詞  
mère 母   （元々の性）
fille   少女　(元々の性)
musique 音楽　 
lune 月








複数形にするときは、基本的には名詞の最後にsを付けます。このsは発音しません。また、いくつか特殊な形になるものもあります。

＜基本の形＞
voiture →　voitures      車

＜特殊な形＞
gâteau →  gâteaux　    お菓子　
　　　animal  →   animaux     動物

2. 冠詞
フランス語には冠詞が3種類あります。それぞれ用法が異なります。
冠詞は名詞の性・数によって形が変わります。（性・数一致）

1) 不定冠詞
人やモノが、初めて話題になるときに用いられます。1つの～（単数）、いくつかの～（複数）と訳します。
	
	男性
	女性

	単数
	un
	une

	複数
	des


un garçon  ひとりの少年
une fille    ひとりの少女
des amis   何人かの友達

2) 定冠詞
特に訳さず特定の人やモノに付けます。また、あるもの全体を表す場合にも付きます。
	
	男性
	女性

	単数
	le (l’)
	la (l’)

	複数
	les


le garçon   (その)少年
la fille       少女（概念）
les sports   スポーツ（全体）

le, laは母音または無音のhから始まる語が続く場合l’ になります。

 la orange → l’orange オレンジ  le hôpital → l’hôpital 病院

3) 部分冠詞
数えられない名詞・抽象名詞などに使われます。全体の一部分という意味合いをもちます。複数形はありません。
	
	男性
	女性

	単数
	du (de l’)
	de la (de l’)


du vin       ワイン
de la chance  幸運

du, de laは母音または無音のhから始まる語が続く場合はde l’ になります。
du argent → de l’argent  お金     de la eau → de l’eau  水

3. 提示表現
提示表現は人・モノどちらでも用いることができます。　
C’est   + 単数名詞.　  　　  これは～です。
Ce sont + 複数名詞.　　 　　 これ（それ、あれ）らは～です。
Voilà +単数名詞／複数名詞. これは～です,そこに～がありますか。
Il y a＋単数名詞／複数名詞.　～があります。






  C’est un stylo.          　これはペンです。
Ce sont des étudiants.     これらは学生です。
Voilà des timbres.       これらは切手です。

Il y a une pomme sur la table.   テーブルの上にリンゴ
　　が1つあります。
Il y a des revues sous la chaise.  いすの下にいくつか雑誌
があります。

～ 名詞の性別 ～
フランス語の名詞に性別がある理由は諸説ありますが、その中の1つにアニミズムという考え方があります。これは、生物だけではなく人間以外にも生命が宿るという考え方です。この考え方がすべてのモノに適応され、非生物にも性別が付くようになりました。
性別を覚えるコツとしては冠詞とセットにして覚えることです。
[bookmark: _GoBack]また、単語の語尾が~tion (la station) は女性名詞、~age (le mariage) は男性名詞など一定の決まりもあります。

～ 冠詞の違い ～
冠詞は次のようにイメージします。
un, une     des        le, la       les       de, de la








複数の中　   複数の中　　 1つだけ　    複数の中　  1つの1部分
  の1つ　　　のいくつか　  の中の1つ　　の全部　　　

